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研究方法   








ヒ跛行質問票（ZCQ）と Short Form 36（SF-36）を用いて、術前と術後 6ヵ月に行った。
測定した遠位潜時の中に、平均値から標準偏差の２倍以上延長した値が 1つ以上ある症例
を潜時延長群とし、非延長群との間で ZCQと SF-36を比較検討した。 
 
研究成績 
L3神経根を刺激した際の潜時（ms）の平均は、中殿筋が 6.8 （±1.4）、大腿二頭筋が 9.3 
(±1.5)、内側広筋が 9.7 (±1.0)、前脛骨筋が 16.1 (±1.0)、腓腹筋が 16.4 (±1.4)であり、
以下同様に L4神経根では 7.4 (±1.3)、9.2 (±1.5)、9.8 (±1.8)、14.7 (±1.3)、14.3 (±1.8)、
L5神経根では 6.0 (±1.3)、9.0 (±1.6)、9.4 (±1.2)、14.1 (±1.5)、13.9 (±1.9)であった。
潜時延長群は 10 例であった。延長群は非延長群と比較して、除圧椎間数が有意に多く、
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Efficacy of Intraoperative Direct Electrical Stimulation of the Spinal Root 
and Measurement of Distal Motor Latency in Lumbar Spinal Stenosis 
（腰部脊柱管狭窄症における術中神経根電気刺激による遠位潜時計測の有用
性について） 
 
結果の要旨 
 
本研究では、腰部脊柱管狭窄症において術中に脊柱管内で神経根を電気刺激し、計測され
た潜時が疾患重症度の指標、および予後予測因子となり得るかを調べた。その結果、除圧
直後の計測において、潜時の平均値は過去の健常神経根と近似しており、一方で重症例で
は遠位潜時の延長を認めた。そのため、腰部脊柱管狭窄症の神経症状の発現は、神経の虚
血が主体となっており、一部の重症例では神経根の脱髄や軸索変性が関与していると考え
られた。今後、脊柱管狭窄と椎間孔狭窄の合併が疑われる症例では、脊柱管の除圧後に遠
位潜時を計測することが、椎間孔狭窄の診断、および治療方針の決定に有用となる可能性
が示唆された。腰部神経根を直接選択的に電気刺激し、下肢筋での潜時を詳細に調べた報
告はこれまでになく、腰部脊柱管狭窄症への診断や治療に貢献できる知見が本研究によっ
て得られた。以上の研究、質疑応答の結果を踏まえ、審査委員全員から本論文は医学博士
の論文に値すると評価された。 
 
 
